
鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例

会
は

日
、
閉
会
し
ま
し

24

た
。市

当
局
提
案
の
一
般
会

計
補
正
予
算
、
条
例
、
事

件
、
人
事
な
ど
議
案

件
22

が
全
て
、
全
会
一
致
で
可

決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

「
『
消
費
税
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
の
実
施
延
期
を
求

め
る
意
見
書
』
を
政
府
に

送
付
す
る
こ
と
を
求
め
る

請
願
」
（
消
費
税
廃
止
鶴

岡
田
川
地
区
各
界
連
絡
会

・
会
長

菅
原
健
一
）
は
、

菅
井
巌
・
草
島
進
一
議
員

が
紹
介
議
員
と
な
り
、
14

日
の
総
務
常
任
委
員
会
で

審
査
さ
れ
、
全
会
一
致
で

採
択
。

日
の
本
会
議
で

23

も
同
採
択
さ
れ
、

日
の

24

本
会
議
で
意
見
書
が
可
決

さ
れ
ま
し
た
。

「
戦
没
者
遺
骨
含
む
土

砂
使
用
し
な
い
」
意
見

書
可
決

「
沖
縄
戦
戦
没
者
の
遺

骨
等
を
含
む
土
砂
を
埋
め

立
て
に
使
用
し
な
い
よ
う

求
め
る
意
見
書
」
（
坂
本

昌
栄
・
草
島
進
一
・
南
波

純
議
員
）
は
、
３
月
議
会

提
出
の
請
願
が
撤
回
さ

れ
、
請
願
趣
旨
に
沿
っ
て

意
見
書
を
ま
と
め
た
も
の

で
す
。

意
見
書
で
は
、
「
沖
縄

戦
の
戦
没
者
遺
骨
が
混
入

し
て
い
る
南
部
地
域
の
土

砂
を
あ
ら
ゆ
る
埋
め
立
て

に
使
用
し
な
い

こ
と
」
を
求
め

て
い
ま
す
。

賛
成

、
反

15

対
９
の
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

自
民
「
強
い
沖

縄
経
済
求
め

る
機
運
に
水

差
す
」

石
塚
慶
議
員

（
新
政
ク
ラ
ブ
）

は

反

対

討

論

で
、
「
戦
没
者

の
遺
骨
が
混
じ

る
可
能
性
が
な

い
中
で
も
、
土

砂
の
使
用
を
認

め
よ
う
と
し
な
い
の
か
判

断
で
き
な
い
」
「
強
い
沖

縄
経
済
を
求
め
る
機
運
に

水
を
差
す
」
と
述
べ
ま
し

た
。菅

井
巌
議
員
（
共
産
党
）

は
、
賛
成
討
論
で
、
「
沖

縄
戦
で
の
歴
史
の
惨
状
を

忘
れ
な
い
、
昨
日
慰
霊
の

日
を
迎
え
た
沖
縄
と
連
帯

し
、
平
和
へ
の
想
い
を
託

し
全
会
一
致
で
採
択
す
べ

き
も
の
」
と
述
べ
ま
し
た
。

田
中
宏
議
員
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
鶴
ヶ
岡
）
は
、
賛
成
討

論
で
、
「
戦
没
者
の
尊
厳

を
損
な
う
行
為
に
対
し

て
、
異
議
を
表
明
す
る
こ

と
を
怠
る
と
す
れ
ば
、
良

識
が
問
わ
れ
る
」
と
述
べ

ま
し
た
。

「
防
衛
費
よ
り
も
社
会

保
障
予
算
」
自
公
な
ど

反
対
で
否
決

「
防
衛
費
増
額
よ
り
も

社
会
保
障
予
算
の
拡
充
を

求
め
る
意
見
書
」
（
加
藤

鉱
一
・
菅
井
巌
・
田
中
宏

議
員
）
は
、
賛
成
８
、
反

対

の
反
対
多
数
で
否
決

19
さ
れ
ま
し
た
。

本
間
正
芳
議
員
（
新
政

ク
ラ
ブ
）
は
、
反
対
討
論

で
、
「
防
衛
費
と
社
会
保

障
予
算
を
比
べ
る
こ
と
に

無
理
が
あ
る
」
「
防
衛
に

必
要
な
予
算
を
積
み
上
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

黒
井
浩
之
議
員(

公
明

党)

は
、
反
対
討
論
で
、「
覇

権
国
家
が
日
本
へ
の
侵
攻

を
試
み
た
場
合
に
、
憲
法

９
条
が
歯
止
め
に
な
る
の

か
」
「
日
本
が
い
っ
さ
い

軍
備
を
増
強
せ
ず
、
軍
事

力
で
大
き
な
差
が
開
い
た

場
合
、
対
話
の
み
で
平
和

が
維
持
で
き
る
保
障
が
あ

る
と
は
思
え
な
い
」
と
述

べ
ま
し
た
。

敵
基
地
攻
撃
能
力
、
大

軍
拡
で
暮
ら
し
押
し
つ

ぶ
す長

谷
川
剛
議
員

（
共
産
党
）
は
、
賛

成
討
論
で
、
「
５
月

日
の
日
米
首
脳
会

23談
で
、
岸
田
首
相
が

敵
基
地
攻
撃
能
力

（
反
撃
能
力
）
の
保

有
検
討
に
言
及
し
、

軍
事
費
の
相
当
な
増

額
を
ア
メ
リ
カ
に
誓

約
し
た
。
」
「
こ
の
道

を
進
む
と
な
れ
ば
途

方
も
な
い
大
軍
拡
が

必
要
と
な
り
、
暮
ら

し
を
押
し
つ
ぶ
す
」

と
述
べ
ま
し
た
。

南
波
純
議
員
（
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
鶴
ヶ
岡
）
は
、

賛
成
討
論
で
、
「
Ｇ

Ｄ
Ｐ
比
２
％
へ
の
防

衛
予
算
増
額
５
兆
円

を
、
暮
ら
し
に
回
せ

ば
、
大
学
授
業
料
の

無
償
化
、
給
食
費
の

無
償
化
、
年
金
は
１

人

万
円
の
増
額
、

12
医
療
は
自
己
負
担
ゼ

ロ
が
実
現
し
、
ど
ち

ら
が
国
民
の
幸
福
に

つ
な
が
る
か
は
明
ら

か
だ
」
と
述
べ
ま
し

た
。草

島
進
一
議
員
（
市
民

の
声
）
は
、
賛
成
討
論
で
、

「
日
本
は
防
衛
予
算

兆
11

円
に
な
れ
ば
、
ア
メ
リ
カ

と
中
国
に
次
い
で
世
界
第

３
位
の
軍
事
大
国
に
な

る
。
」
「
防
衛
予
算
増
額
で

潤
う
の
は
、
国
民
で
は
な

く
ア
メ
リ
カ
の
軍
需
産
業

だ
。
社
会
保
障
へ
の
投
資

は
い
ず
れ
税
収
が
増
え
、

納
税
者
人
口
が
増
え
る
」

と
述
べ
ま
し
た
。
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建築課入札結果（ ）内は予定価格

6月23日入札分

・市第五学区コミュニティセンター改修工事実施設計業務委託（宝町18-77）（入

札16業者）

HARADA・ARCHITECTUREGROUP(株) 3,500,000円（4,104,000円）

期間～11/18（落札率85.35％）

・温海庁舎北側軒樋等修繕工事（温海戊577-1）(入札9業者うち4業者辞退)

(株)マルゴ 10,600,000円（10,710,000円）工期～9/30（落札率98.97％）

下水道課入札結果（ ）内は予定価格

6月28日入札分

・市特定環境保全公共下水道事業汚水5034～5037号路面復旧工事（小波渡地内）

（入札3業者）

(有)すずき 2,900,000円（3,040,000円）工期～9/16（落札率95.39％）

鶴
岡
市
議
会
６
月
定
例
会
一
般
質
問
で
９
日
、
日
本
共

産
党
の
坂
本
昌
栄
議
員
が
、
①
難
聴
者
の
支
援
、
②
第
12

次
地
方
分
権
一
括
法
へ
の
対
応
に
つ
い
て
、
質
問
を
行
い

ま
し
た
。

「
聴
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
」
は

問

令
和
元
年
９
月
議
会

で
「
支
援
充
実
に
努
め
る
」

と
し
て
い
た
が
、
そ
の
後

「
聴
こ
え
の
バ
リ
ア
フ
リ

ー
化
」
と
し
て
充
実
し
た

も
の
は
何
か
。

健
康
福
祉
部
長

意
思
疎

通
支
援
者
の
派
遣
や
、
要

約
筆
記
、
手
話
通
訳
者
等

の
派
遣
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
ク
リ
ー
ン
、
手
書
き

用
台
を
購
入
し
て
い
る
。

各
課
に
障
害
者
差
別
解

消
推
進
員
を
設
け
、
窓
口

問

本
市
で
「
聴
こ
え
づ

ら
く
な
っ
た
」
「
補
聴
器

の
相
談
を
し
た
い
」
等
の

担
当
部
署
は
あ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長

相
談
窓

口
は
な
い
が
、
障
害
認
定

を
す
る
こ
と
で
補
聴
器
の

助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で

き
、
主
に
福
祉
課
で
対
応

し
て
い
る
。

対
応
に
つ
い
て
研
修
会
を

行
っ
て
い
る
。

問

軽
度
・
中
度
難
聴
者

に
は
補
聴
器
の
助
成
制
度

は
な
い
。

補
聴
器
の
使
用
は
、
認

知
症
や
う
つ
病
の
発
症
に

抑
制
効
果
が
あ
る
と
公
表

さ
れ
て
い
る
。

補
聴
器
助
成
は
全
国
の

市
町
村
で
実
施
さ
れ
て

51

高
市
早
苗
衆
議
院
議
員

を
呼
ん
だ
参
院
選
山
形
選

挙
区
の
自
民
候
補
者
の
集

会
で

日
、
志
田
英
紀
県

24

議
が
応
援
演
説
で
、
「
政

務
活
動
費
、
い
ろ
い
ろ
と

問
題
に
な
っ
て
る
ん
だ
け

ど
・
・
・
、
ま
ぁ
っ
、
鶴

岡
市
は
大
し
た
こ
と
は
な

い
ん
で
す
け
ど
ね
。
」
と

発
言
し
て
い
た
こ
と
が
明

ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

会
場
に
い
た
人
の
ツ
イ

ッ
タ
ー
で
は
、
「
場
内
で

笑
い
が
起
こ
り
、
最
前
列

に
座
っ
て
い
た
市
議
会
議

員
が
ほ
ぼ
全
員
が
笑
っ
て

い
た
」
と
書
い
て
お
り
、

波
紋
を
広
げ
て
い
ま
す
。

菅
原
一
浩
議
長
も

「
野
党
攻
撃
」
の
暴

言
さ
ら
に
、
そ
の
集
会
で

鶴
岡
市
議
会
議
長
の
菅
原

一
浩
氏
は
、
「
地
域
活
性

化
の
た
め
の
課
題
が
ま
だ

ま
だ
多
い
こ
の
地
域
に
お

い
て
、
役
に
立
た
な
い
野

党
の
議
員
を
当
選
を
さ
せ

る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ

ん
」
と
発
言
し
た
こ
と
も

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

鶴
岡
市
議
会
の
３
会

派
と
共
産
党
市
議
団
は
、

日
に
志
田
県
議
に
対

27し
て
、
抗
議
文
を
提
出

し
ま
し
た
。

い
る
が
、
本
市
で
も
出
来

な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長

歳
未

18

満
を
対
象
に
、
山
形
県
の

助
成
制
度
は
あ
る
。

令
和
２
年
度
の
国
の
調

査
で
は
、
助
成
措
置
は
全

国
で
３
・
８
％
で
あ
る
。

高
難
度
難
聴
者
も
含
む

補
聴
器
の
保
有
率
は

％
25

と
報
告
さ
れ
て
い
る
。

助
成
措
置
は
現
時
点
で

は
考
え
て
い
な
い
が
、
先

進
地
事
例
等
を
参
考
に
、

引
き
続
き
調
査
・
研
究
し

て
い
く
。

問

政
府
の
地
方
分
権
改

革
推
進
委
員
会
が
２
０
０

９
年
に
、
法
律
に
基
づ
く

地
方
自
治
体
の
計
画
策
定

を
見
直
す
勧
告
を
行
っ
た

も
の
の
、
実
際
に
は
こ
の

年
間
で
約
１
・
５
倍
に

10増
え
た
。

行
財
政
改
革
に
よ
る
人

員
削
減
が
進
む
中
、
国
の

補
助
金
を
得
る
た
め
に
、

計
画
策
定
に
時
間
を
費
や

し
、
進
捗
管
理
も
行
っ
て

い
る
と
思
う
が
、
職
員
の

兼
務
な
ど
実
態
は
ど
う

か
。

総
務
部
長

令
和
３
年
８

月
時
点
の
調
査
で
は
、
計

画
策
定
の
総
数
は
約
１
２

０
件
と
な
っ
て
い
る
。

職
員
の
兼
務
発
令
で
は

な
く
、
関
係
部
署
に
よ
る

庁
内
横
断
的
な
検
討
体
制

で
策
定
し
て
き
た
。

各
種
デ
ー
タ
ー
の
調
査

と
収
集
か
ら
、
計
画
本
文

の
作
成
と
推
敲
な
ど
、
一

定
の
事
務
量
が
発
生
し
て

い
る
。

問

地
方
分
権
一
括
法
の

改
正
に
よ
り
、
負
担
軽
減

は
あ
る
の
か
。

総
務
部
長

第

次
地
方

12

分
権
一
括
法
の
改
正
は
、

地
方
公
共
団
体
の
事
務
負

担
の
軽
減
や
、
デ
ジ
タ
ル

化
等
、
効
率
化
・
利
便
向

上
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

住
民
基
本
台
帳
法
の
見

直
し
に
よ
る
簡
素
化
、
公

用
請
求
の
減
少
が
見
込
ま

れ
る
。

計
画
の
必
要
性
等
を
勘

案
し
、
類
似
計
画
の
統
合

や
、
役
割
を
終
え
た
計
画

の
廃
止
な
ど
を
検
討
す

る
。

地
方
分
権
一
括
法
改
正
で
負
担
軽
減
は

志
田
県
議
、
鶴
岡
市
議
会
の
政
活
費
不
正

受
給
は「
大
し
た
こ
と
な
い
」と
発
言


